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１ 昨年度の本校の進路状況 

○ 全日制高等学校：１８８名 ・国立高等学校： １３名 

・公立高等学校：１３２名 普通科  ：１０４名 

専門学科 ： ２８名 

・私立高等学校： ４３名 普通科  ： ３１名 

専門学科 ： １２名 

○ 特別支援学校 ：  １名 

○ 高等専門学校 ：  ２名 

○ 専修学校   ： １４名 

○ 定時制・通信制：  ４名 定時制課程：  ２名 

通信制課程：  ２名 

○ 就職など   ：  １名 

 

２ 本年度３年生の進路希望 

回答者数 全日制高等学校１８３名 
特別支援学校 

専修学校 

各種学校 

定時制 

通信制 
就職など 

１９６名 
国公立 私立 

１６３名 ２０名 ２名 ４名 ５名 ２名 

 

３ 本校の進路指導 

自己を見つめさせ、生き方を考えさせる進路指導をすすめる 

 

（１）基本方針と具体的方策 

① 啓発的体験学習の充実（資料１を参照してください。） 

  ② 体験学習を生かした総合的な学習の充実 

  ③ 進路情報の収集 

 

（２）推薦について 

   ア 私立高校・専修学校の推薦 

   イ 国公立高校（高専を含む）の推薦 

  ① 申し出について 

 ３年間通学し、学校生活を充実させる強い意志があること。 

 （校種に関わらず、合格したら必ず入学する。） 

② 学習について 

 進学先での学習内容を十分に理解できる学力を満たしていること。 
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③ 人物について 

ア 沓掛中学校のきまりがきちんと守れること。 

イ 考慮すべき事由以外の欠席・遅刻・早退が多くないこと。 

 

（３）その他 

① 進路相談 

１学期には、学期末までに１回実施します。２学期には、中間テストまでに１回、

期末テスト前後に２回、計３回実施します。３学期には、公立高等学校進学希望者を

対象に冬休み前から実施します。また、上記以外でも、必要に応じて実施します。 

② 保護者との連携  

    ３年生にとっては、自分の人生と向き合う時となります。人生経験の少ない生徒た

ちが、よりよい人生の選択ができるように、家庭と学校とが連携をして、生徒たちの

巣立ちを応援していきたいと思います。疑問点などがあれば、担任までご質問くださ

い。また、お子様の進路希望についてご家庭でよく話し合うことを大切にしてくださ

い。ご協力をお願いします。 

③ 学力の向上  

    学力が向上すれば、それだけ進路選択の幅が広がることにもなります。目標の実現

に向けて、ひたむきに努力をさせたいと考えています。 

④ 職業適性検査 

    ２学期初めに実施する予定です。対象は、就職希望者、高等技術専門学校入学希望

者、企業内学校(トヨタ工業学園、デンソー工業学園)入学希望者、就職か進学かを悩

んでいる生徒です。後日、案内を配付します。就職(企業内学校入学)には、この職業

適性検査結果が必要になります。 
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４ 進路選択の実際 
（１）卒業後の進路 

   ① 高等学校（国立・公立・私立） 

     ②  高等専門学校 

    ③ 専修学校（＋通信制高校 ：高校卒業資格が取れる） 

   ④ 各種学校 

   ⑤ 高等技術専門校 

     ⑥ 定時制・通信制高等学校       ※⑥と⑦は兼ねることも可能です。 

⑦ 就職（企業内学校入学は就職に含まれます） 

⑧ その他 

 

（２）志望校等の選択について考慮したいこと 

① 本人の生き方、適性、興味、関心など 

② 動機・理由（履修内容、校風など） 

  ア 体験入学、学校見学会、説明会 

（上級学校からの案内があるものは中学校から案内をします。それ以外のものも、

各校のＨＰで調べることができます） 

イ 卒業後の進路実績 

 ③  本人の学力 

  （入れればよいという考え方は危険です） 

④ 通学時間、方法、距離、費用等 

  （卒業まで通い続けることを考えてください） 

⑤  学費、保護者の希望 

※ 上級学校を卒業後、どのような進路選択をするかという見通しをもって志望校を考

えてください。 
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５ 進路を決定する上で大切なこと 
（１）進路選択においては、生徒、保護者、担任の話し合いを大切にしてください。 

   担任は、生徒の希望、個性、能力等を尊重しながら、適切な進路選択が行われるよう

に、資料を提供しながら意見を述べます。しかし、進路の選択については、保護者及び

本人の話し合いにおいて、あらゆる角度から十分に検討して最終決定をしていただきた

いと思います。 

   なお、２学期や３学期に実施される個別懇談会は、最終的な希望の確認の場となりま

す。その時までに、十分な話し合いをしてください。個別懇談会以外で担任との面談や

電話相談を希望される場合は、ご連絡ください。 

 

（２）生徒の学力、能力、個性などをできる限り客観的に考えた上で、しっかりとした意志

をもって進路を選択するようにしてください。  

お子様の希望や考えをよく聞いたうえで、話し合いを積み重ねることが大切です。進

路に対する保護者の立場や考え方をお子様に無理に押しつけることがないよう、本人に

適した進路を考えてください。 

 

（３）生活面を大切にしてください。 

   義務教育を修了する年です。社会の一員としての自覚をもって周囲の人と協調し、自分

を律して生活できるようにしたいものです。服装、頭髪などの身だしなみへの意識を高め

るとともに、時間を守って節度ある生活を心掛けてほしいと思います。飲酒・喫煙・万引

きなどの法律に違反する行為はもってのほかです。 

また、健康面へ気を配り、欠席や遅刻、早退をしないように努めてください。欠席や遅

刻が多いと進路においてマイナスになる場合があります。 

 

（４）学校体験入学・学校見学会など、進路に関するさまざまな情報を提供していきますの

で、進路選択の際、お役立てください。 

 

（５）進路関係書類の提出期限を厳守してください。 

 

（６）次のような事柄にも注意してください。 

① 転居等で住所が変更になる場合は、早めに担任に連絡してください。県外の高等学校

を受験することになる場合や県内であっても受験区分が変わる可能性があります。その

場合、基本的に保護者の方に対応していただくことになりますのでご了承ください。 

② 毎年、進路の状況は変化しています。過去の情報や噂話を信じて判断を誤ることがな

いよう、ご不明な点やご心配なことがありましたら、すぐに担任と相談するようにして

ください。 

③ 就職選考を受ける場合は、全日制課程(昼間)の学校を受験できません。但し企業内学

校（トヨタ工業学園、デンソー工業学園）は、例外になることがあります。 

④ 高等学校および専修学校の推薦・特色入試において合格した場合、また、国立高等学

校（一般入試も含む)を受検し、合格した場合は他の学校を受験(受検)できません。 
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６ 高等学校について 
（１）私立高等学校 

① 推薦入試（専願） 

推薦入試は、推薦を申し出た生徒に３年間やり抜く強い意志があり、下記の条件を

満たしていると中学校長が認めたときに志願することができます。 

ａ 令和５年３月卒業見込みの生徒 

ｂ 当該私立高等学校１校のみを受験する生徒 

ｃ 人物及び学習成績が良好である生徒 

ｄ その他（運動・文化・奉仕活動 等） 

    推薦入試は一部を除き１月１６日（月）に一斉に行われます。面接の他、作文や学

力試験を実施して合格者を選考します。 

② 特色入試（専願） 

    特色入試は、令和４年度入試（昨年度実施）から実施されており、３年間やりぬく

強い意志があり、該当学科や学校の理念に共感する生徒が志願できます。中学校長の

推薦は不要で、各校が「求める生徒像」を満たし、スポーツや芸術など様々な分野で

活躍する生徒が自己推薦の形で受験することになります。出願条件や試験内容等の詳

細については、実施校の募集要項をご確認ください。一部を除き１月１６日（月）に

一斉に行われます。 

③ 一般入試（主に併願） 

下記のように併願を希望する場合は一般入試での受験となります。 

ａ 国公立高等学校と私立高等学校 

ｂ 私立高等学校と私立高等学校 

ｃ 私立高等学校とその他 

     私立高等学校の一般入試は、１月２０日（金）・２３日（月）・２４日（火）の３

日間で行われ、学力試験の教科数は学校によって異なります。面接、作文を実施する

学校もあります。 

   【参考】 

 ○ 入試日程については、資料２を参照してください。 

 ○ 入学時の納入金などは、学校や科によって差がありますが、およそ以下の通り

です。 

・ 検定料 １２，０００円～１５，０００円 

・ 入学金  ２０万円程度 

・ 授業料等(諸経費含む) 月３５，０００円程度 

    ○ 私学助成制度について（資料３を参照してください。） 

③ 特待生制度 

一部の私立高等学校は、学力及び運動能力の優秀な生徒を特待生として、数々の特  

典を設けています。（例：入学金、授業料、寄付金などの免除） 

④ 奨学金制度（資料４を参照してください。）  
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（２）公立高等学校 

① 複合選抜について 

ア 仕組み 

県下の公立高等学校全校は、人物評価の多様化を目指す推薦入学制を導入し、更

にグル－プ分けによる複数校受検制を導入しています。 

イ 内容 

全日制課程の高等学校は、Ａ・Ｂ二つのグループに分かれます。学力検査日は同

じです。Ａ・Ｂ二つのグループからそれぞれ１校、合計２校まで出願できます。た

だし、普通科の高等学校は、尾張第１群、尾張第２群、三河群という三つの群に分

かれており、普通科２校に出願する場合は、同一群内の２校の組み合わせに限りま

す。 

選抜には、一般選抜と推薦選抜、特色選抜、外国人生徒等選抜、全日制単位制選

抜があります。推薦選抜に出願できるのは、志願先の高等学校を第１志望校とする

人で、各高等学校が示す条件を満たし、中学校長の推薦を得た人です。推薦選抜・

特色選抜などで合格とならなかった場合は、改めて一般選抜で出願・受検します。 

 

 出願から合格者発表までの流れ（全日制課程の例） 

  ※ 第１志望のＸ高校（Ａグループ）は「推薦選抜」または「特色選抜」に出願し、 

    第２志望のＹ高校（Ｂグループ）は「一般選抜」に出願する予定の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｘ高校（Ａグループ）に出願（推薦選抜・特色選抜） 

Ｘ高校（第１志望校） 

一般選抜学力検査 

Ｙ高校（第２志望校） 

2/1 

 

推薦選抜 

面接（一部特別検査） 

特色選抜 

面接と作文・基礎学力検査・プレゼン

テーション・実技検査から一つ 

合 格 者 発 表 

合 格 

不 合 格 

一般選抜出願 

2/6 

2/8 

2/10 

2/22 

Ｘ高校（A グループ）面接(2/24) ，Ｙ高校（Ｂグループ）面接(2/27) 

※ 面接の有無は各高校が決定  

合 格 者 発 表 3/9 
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【表１】普通科（一部抜粋）            【表２】専門学科（一部抜粋） 

 尾張学区 
三河学区 

 
 全県 

１群 ２群  

Ａ
グ
ル
ー
プ 

Ｘ高校 

豊明 旭丘 松蔭 

昭和 熱田 

市立緑 など 

Ｚ高校 

明和 松蔭 

名古屋南 大府 

市立向陽 など 

 

刈谷 

 
Ａ
グ
ル
ー
プ 

Ｓ高校 

安城農林 名古屋工科 

市立工芸 愛知商業 知立 

市立若宮商業 旭丘 大府 

明和 市立名東 岩津 など 

Ｂ
グ
ル
ー
プ 

Ｙ高校 

東郷 鳴海 中村 

日進 東浦  

大府東 天白 

市立菊里 など 

 

千種 瑞陵 

五条 市立桜台 

東浦 大府東 

横須賀 など 

 

刈谷北 

知立東 

 

Ｂ
グ
ル
ー
プ 

Ｔ高校 

猿投農林 愛知総合工科 

刈谷工科 市立名古屋商業 

瑞陵 三好 桃陵 市立桜台 

千種 市立菊里 など 

 ※ 下線のついた高等学校は、１・２群共通校 

 

＜普通科の２校受検の選び方＞ 

 ・ 同じ学区、同じ群内のＡ・Ｂグループからそれぞれ１校ずつ選びます。どちらを第１

志望にするかは自由です。豊明地区は調整区域に入りますので、三河学区の刈谷高校、

刈谷北高校、知立東高校の３校も選べます。さらに、尾張学区と三河学区を組み合わせ

ることはできます。また、松蔭高校、東浦高校、大府東高校のように１群にも２群にも

属している共通校と呼ばれる学校もあります。(表１) 

 注意 組み合わせることができない例 

   ・Ｙ高校とＺ高校    （群が異なる） 

   ・Ｘ高校とＺ高校    （同一グループ＝面接検査日が同じ） 

   ・刈谷北高校と知立東高校（同一グループ＝面接検査日が同じ） 

 

＜普通科と専門学科の２校受検の選び方＞ 

 ・ Ａ・Ｂグループからそれぞれ１校ずつ選びます。どちらを第１希望にするかは自由で

す。普通科と専門学科を同一グループから選択することはできません。（表１・２） 

 

＜専門学科の２校受検の選び方＞ 

 ・ Ａ・Ｂグループからそれぞれ１校ずつ選びます。どちらを第１志望にするかは自由で

す。同一グループ内での２校選択はできません。（表２） 

 

留意事項   

a 必ずしも２校志願する必要はありません。１校のみの志願も可能です。 

b 志願変更について 

  ・ 第１志望校、第２志望校のいずれか１校（１学科）に限り行うことができます。 

  ・ 志望校変更を行う場合は、志望順位の変更は認められますが、志望順位のみの 

変更は認められません。 
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② 推薦選抜（全日制課程）について 

    推薦選抜はすべての公立高等学校で実施されています。中学校から提出された推薦

書などの書類審査と面接などをもとに、いろいろな角度から人物を評価して合否を決

定します。 

   ア 出願資格 

     推薦を申し出た生徒に３年間やり抜く強い意志があり、下記の条件を満たしてい

ると中学校長が認めた時に志願することができます。 

ａ 令和５年３月卒業見込みの生徒であること 

ｂ 当該学科を志望する動機・理由が明白、適切であること 

ｃ 人物及び学習成績が優れていること 

ｄ 当該学科に対する適性及び興味、関心を有すること 

 

☆ さらに、下記の事項のいずれかに該当すること 

 (ア) 運動、文化、芸術、奉仕活動などで一芸に秀でていること 

 (イ) 恵まれない環境を克服し、向上心に富み、生活態度が他の模範であること 

 (ウ) 学習成績が優れていること 

  (エ) 農業、水産に関する学科においては、進路希望が明確で、将来、当該学科

に関する職業に就く意志を有する者（後継者推薦） 

   イ 入学検定料  

    ・ 公立高等学校一般選抜とは別に支払う必要があります。 

   ウ 入学選抜の方法 

    ａ 面接 

     ・ すべての受検生に面接が行われます。 

・ 昨年度まで行われていた、「自己の特性などを１分間程度で答えさせる質問

（一人につき１問）」は廃止されます。 
 

 

    ｂ 特別検査 

     ・ デザイン科、スポーツ科学科、音楽科、美術科で特別検査が実施されます。 

     ・ 国際英語科、国際教養科の推薦選抜では、「英語による問答」が行われる場

合があります。 
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③ 特色選抜（全日制課程）について 

    一部の公立高等学校で実施されています。特色選抜実施要項は９月１２日（月）ま

でに各高等学校のウェブページに掲載する予定です。 

   ア 出願資格 

     特色選抜を申し出た生徒に３年間やり抜く強い意志があり、下記の条件のいずれ

かを満たしていると志願することができます。 

 (ア) 農業・工業・商業・水産・家庭・看護及び福祉に関する学科については、当

該高等学校・学科の特色ある教育内容を理解し、その教育内容に関連する明

確な進路目標と当該学校・学科で学ぶ強い意欲を有する者。 

 (イ) 理数・体育・外国語及び国際教養に関する学科・総合学科やコース、普通科

については、特定分野において優れた能力と顕著な実績を有する者。 

 (ウ) 地域に根ざし、地域貢献を特色とする高等学校については、当該高等学校で

学習する強い意欲と地域社会に貢献する意志を有する者。 

イ 入学検定料  

     ・ 推薦選抜と同じです。 

   ウ 入学選抜の方法 

    ａ 面接 

     ・ すべての受検生に面接が行われます。 

    ｂ 各学校が指定する検査 

     ・ 作文、基礎学力検査、プレゼンテーション、特別検査のうち１つが行われま

す。資料５ 

     作文は、「４００字以下・４０分」または「６００字以下・５０分」のいず

れかを各高等学校の特色選抜実施要項により公表されます。題は、検査当日に

提示されます。 

     基礎学力検査は、国語、数学、英語の基礎的な内容とし、英語の聞き取り検

査は行われません。検査時間は４５分で、全県で統一した内容のものです。 

     プレゼンテーションについては、各高等学校の特色選抜実施要項により公表

されます。 

     特別検査は、次の２校で実施されます。 

     小牧工科高等学校（機械・航空産業・自動車・電気科） 

      …「紙を使った立体の構成」 

     三好高等学校（スポーツ科学科） 

      …器械運動、陸上競技、バスケットボール、サッカー、バレーボール、 

ラグビー、ソフトボール、柔道、剣道、カヌーの中から、１種目を選択 

（実技の内容は、推薦選抜と同じ。運動能力テストは行われません。） 
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④ 一般選抜（全日制課程）について 

   ア 入学検定料 ※ 一般選抜では第２志望校への出願に検定料は必要ありません。 

全日制課程 

県立 検定料（2,200円）相当の愛知県収入証紙を願書に添付 

市立 

現金（2,200円）を願書とともに提出 

もしくは、指定の納付書を用いて期間内に指定の金融機

関等に納付し、納付済証明書を願書に添付（一般選抜のみ） 

   イ 入学選抜の方法（全日制課程） 

    ａ 実施する教科は、国語、社会、数学、理科、外国語(英語)の５教科で、各教科

２２点で１１０点満点です。 

      外国語（英語）の学力検査ではリスニングテストが実施されます。 

            また、調査書における評定得点は、評定合計を２倍するため９０点満点です。 

    ｂ 特別検査 

      以下の各科では実技検査があります。 

     ア デザイン科 …表現活動（描写・構成） 

     イ 美術科   …表現活動（鉛筆デッサン） 

     ウ 音楽科   …平易な聴音、新曲視唱、それぞれの楽器の演奏 

     エ ｽﾎﾟｰﾂ科学科…共通種目として上体起こし、反復横とびの２種目を行う。 

この種目以外には、選択により１種目の実技を行う。  

    ｃ 合否については、学力検査、面接結果（令和５年度入学者選抜から実施しない

学校が多くあります）、調査書などにより総合的に判定されます。 

    ｄ 傾斜配点 

     ア 評定について 

      ・ 美術科については美術の評定を 1.5倍、音楽科については音楽の評定を

1.5倍、スポーツ科学科については保健体育の評定を 1.5倍、国際英語科及

び国際教養科については外国語の評定を 1.5倍し、評定合計の最高を 47.5点

とする。評定得点の最高は、評定合計を２倍するため、９５点とする。 

     イ 学力検査について 

      ・ 国際英語科と国際教養科及び国際探究科では外国語（英語）の配点及び得

点を 1.2倍とする。 

      ・ 全日制単位制高等学校は、５教科のうち得点の高い３教科の配点及び得点

を２倍したうえで、他の２教科も合わせた合計を１１０点満点に換算する。 
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  ⑤ 海外帰国生徒にかかる入学者選抜 

ア 本校の生徒が受検できる高校 

     中村（普通科）、市立名東（国際英語科）、千種（国際教養科） 

刈谷北（国際教養科)、昭和（普通科）の５校。 

イ 出願資格 

・ 保護者とともに県内に住所のある生徒又は愛知県教育委員会教育長が出願を承

認した生徒 

・ 原則として継続して２年以上海外に保護者とともに在住しており、その間、学

校教育法施行規則第 95条第１号又は第２号に規定する学校教育を修めていること 

・ 令和３年３月１日以後に海外から帰国していること 

   ウ 学力検査の時期と内容 

    ・ 願書の受付は、一般選抜の受付日と同じ。（２月１０・１３日） 

    ・ 学力検査の出題教科、問題、実施期日及び日程は、一般選抜と同じ。 

    ・ 海外帰国生徒にかかる入学者選抜において合格とならなかった受検者は、一般

選抜の対象とする。 

 

⑥ 外国人生徒にかかる入学者選抜 

ア 本校の生徒が受検できる高校 

      名古屋南 (普通科)、小牧 (普通科)、東浦 (普通科) 

豊田工科(工業科)、豊川工科 (工業科)、中川青和 (キャリアビジネス科) 

岩倉総合（総合学科）、知立（総合学科）、豊橋西（総合学科）の９校。 

イ 出願資格 

    ・ 保護者とともに県内に住所のある生徒 

・ 小学校第４学年以上の学年に編入学した生徒、もしくは第３学年以下の学年に

編入学し特別な事情があると認められる生徒、または入国後の在日期間が６年以

内の生徒 

   ウ 学力検査の時期と内容 

    ・ 願書の受付は、推薦選抜の受付日と同じ。（２月１・２日） 

    ・ 国語、数学、英語の３教科の学力検査（３教科まとめて４５分間）と面接。一

般選抜の学力検査とは別に行う。問題の漢字にはルビを付し、外国語(英語)の聞

き取り検査は行わない。 

    ・ 外国人生徒等にかかる入学者選抜において合格とならなかった受検者は、一般

選抜の対象とする。 

 

⑦ ２次選抜について 

     合格者が募集人員に満たない学校・学科においては、２次選抜が実施されます。      

出願資格については、愛知県内の国公私立のいずれかの高等学校に令和５年度入試を

志願・受験（受検）し、いずれの高等学校にも合格していない者と、合格を辞退した

者に限られます。ただし、専修・専門学校の受験の有無や合否は問われません。 
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⑧ 定時制・通信制について 

   ア 定時制 

     働きながらも、昼間あるいは夜間の空いた時間を活用して勉学に励みたいという

人のために設置されているのが定時制課程の高校です。修業年限が最短で３年にな

りましたが、一般的には４年間です。卒業資格は全日制課程と全く同じです。前期

選抜と後期選抜があり、入学志願者は、１校１学科に限り出願することができま

す。 

    ａ 学習形態(学校ごとに若干の違いがあります) 

     ○ 夜間定時制    17:20～20:45 

     ○ 昼間定時制     9:00～12:30 

     ○ 昼間二部交代制   9:00～13:10（Ａコース）10:50～15:30（Ｂコース） 

    ｂ 入学検定料（昨年度） 

定時制課程 県立 検定料（950円）相当の愛知県収入証紙を願書に添付 

 市立 

現金（950円）を願書とともに提出 

もしくは、指定の納付書を用いて期間内に指定の金融機関

等に納付し、納付済証明書を願書に添付（前期選抜のみ） 

   イ 通信制 

     働いていて毎日通学することが困難な人が勉学に励むために設置されているのが

通信制課程の高等学校です。修学年限が３年以上になりましたが、一般的には４年

間であり、卒業資格は全日制課程と全く同じです。前期選抜と後期選抜があり、入

学志願者は、１校１学科に限り出願することができます。 

ａ 学習形態 

単位の修得及び学習の仕方は｢自宅学習｣、「添削指導（レポ－ト）」、「面接

指導（スク－リング）」からなっています。 

    ｂ 入学検定料（昨年度） 

通信制課程 入学検定料は必要としない。 

 

（３）国立高等学校・高等専門学校（愛知県内の学校） 

① 愛知教育大学附属高等学校 名古屋大学教育学部附属高等学校 

公立高校の普通科と同様の高校です。受検の日程は、公立高校とは別に設定され、

公立高校の入試よりも早く実施されます。推薦選抜と一般選抜があります。 

② 豊田工業高等専門学校 

５年制の学校で、卒業すると短期大学卒業と同等の資格が得られます。「機械工学

科」「電気・電子システム工学科」「情報工学科」「環境都市工学」「建築学科」の

５つの学科がある工業科の学校です。 

   受検の日程は独自に設定されています。公立高校入試よりも早く実施されます。 

  推薦選抜と一般選抜があります。 

 

※ 上記学校は第 1志望での受検となり、合格の場合、公立高等学校の受検はできませ

ん。 
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７ 専修・各種学校について 
 （１）高等専修学校について 

     中学校を卒業した人に対して、専門技術を身につけさせるための学校です。技能連

携校として、高等学校の卒業資格も取得することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   ① 主な学校 

○ 名古屋工学院（電気科・普通科：男女） ○ 名古屋福祉（福祉科：男女） 

○ 東海工業（機械科・建築科：男女） ○ 愛知自動車整備（自動車科：男女） 

○ あいち造形デザイン（デザイン科：男女） ○ 名古屋調理師（調理師本科：男女） 

○ あいちビジネス（総合ビジネス科：男女） ○ 名古屋情報（情報処理科：男女） 

○ さつき調理・福祉学院（調理師科・福祉科：男女） ○ 名古屋ユマニテク調理製菓（総合学科：男女） 

○ 山本学園（ファッションデザイン科・調理師科・ＩＣＴビジネス科：男女） 

○ 安城生活福祉（調理師科、保育・医療福祉科：男女）（ファッション･パティシエ科：女） 

② 選考 

     高等学校と同様に推薦入試と一般入試があります。実施内容や時期は、私立の 

    高等学校に準じて行われる学校がほとんどです。 

 

（２）各種学校について 

① 内容 

専門技術を身につけさせることを目的とした学校です。職業によっては、就職時

に、特定の技能や資格が必要とされることがあります。そのために設けられている

のが各種学校です。修学期間は１年間から数年間まであり、その内容によって異な

ります。 

   ② 選考 

     各学校により日時・内容が異なります。面接と書類審査だけの学校と学力検査及

び作文がある学校もあります。 

 

 
 

  

専修学校 高等課程 
・専門技術や知識の習得 

商業･工業･調理･美容･社会福祉･服飾等 

高等学校 通信制課程 
・一般教養の習得 

 国語･社会･数学･理科･英語･保健体育･芸術等 

★レポート･スクーリング･テスト等 

同時入学 

同
時
卒
業 

専修学校での授業で 

両方の単位取得を目指す 

高等学校通信制課程へ入

学 

専修学校 卒業証書 

在学中に取得した 

様々な資格 

高等学校 卒業証書 

進
学･

就
職
へ 
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８ 県立高等技術専門校について 
（１）内容 

    学校を卒業して職業に就こうとする人や転職をする人などに対して、必要とされる

技能や知識を計画的・組織的に習得させるための教育訓練施設のことです。 

（２）中卒者対象の高等技術専門校 

   東三河高等技術専門校「就学期間２年」（建築総合科：２０名） 

（３）応募手続 

    １０月以降に実施される職業相談会において相談し、必要書類を揃え、公共職業安

定所を通して入校を希望する高等技術専門校に提出します。 

（４）選考 

    面接と学科試験が行われます。 

 

 

 

９ 就職について 
   ９月中に送付される求人一覧から応募先を検討し、職場見学を行います。１０月以降

に実施される職業相談会において話し合い、必要な書類を揃え、公共職業安定所を通し

て、入社を希望する事業所に提出します。 

   令和５年１月に、選考が予定されています。書類審査を経て、面接と学科試験が実施

されます（学科試験がない場合もあります）。選考資格として、職業適性検査を受ける

必要があります。 

 

【就職までの流れ】 

９月  10 月～  12 月上旬  1 月 25 日  ２月上旬 

進
路
相
談 

⇒ 

事
業
所
見
学 

 

職
業
相
談
会 

⇒ 

事
業
所
決
定 

⇒ 

愛
知
県
一
斉
選
考 

⇒ 

事
業
所
内
定 

 

※ 企業内学園について 

県内には、トヨタ工業学園高等部、デンソー工業学園があります。企業への就職と

同様に、１２月中旬までには、応募票をハローワークに提出し、１月２５日（水）の

県内一斉選考日に試験が実施されます。 
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10 保護者の皆様へ ～お子さんとの話し合いを～ 

・１学期 

  夏休み中に行われる体験入学の申し込みが少しずつ始まっています。お子さんが進んで

体験入学に参加できるようご配慮ください。また、保護者の皆様もお子さんとご一緒に参

加できるとよいと思います。 

・夏休み 

各学校で体験入学が盛んに行われます。体験入学に参加する場合、日時を確認して忘れ

ず参加できるようご配慮ください。服装や身だしなみもきちんと整え、マナーを守ること

にも留意して参加するように指導していきます。また、学力を向上させるよい機会です。

１・２年生の復習等に十分時間をかけられるとよいと思います。 

・２学期（９・１０月） 

私立・専修学校の体験入学が盛んになります。また、今年度も多くの公立高校の体験入

学もこの時期に設定されています。例年、公立高校への体験入学の申し込みが多くなる傾

向にありますが、公立高校を希望している生徒も、ほとんどが私立・専修学校を受験しま

す。私立・専修学校の最新の様子を知るためにも、ぜひお子さんとご一緒に参加していた

だき、不安に思っていることを、高校の先生に聞いてみるのもよいと思います。 

・２学期（１１・１２月） 

進路相談が重ねて行われ、11月末から 12月にかけて、国立・私立・専修学校・公立通

信制の志願校を決定します。また国立・私立・専修の推薦入試・特色入試の申込もこの時

期になります。期限を守って申し込みいただきますようお願いします。公立については、

受検の有無を確定し、具体的な志願校を検討していきます。 

・３学期 

１月中に進路相談を行い、公立（全日制・定時制）の志願校を決定します。また、公立

の推薦選抜・特色選抜の申込もこの時期になります。期限を守って申し込みいただきます

ようお願いします。１月からは、入試が始まります。体調管理に留意しつつ、集中して学

習に取り組めるようにさせたいと思います。 

※ 日程の詳細については、第２回進路説明会の要項でお知らせいたします。 

 

【体験入学についてのお願い】 

 市内小中学校では、平日の夜間、土日祝日、年末年始（１２月２９日～１月３日）、夏休

み中の一定期間（８月１０日～１６日）は電話がつながりません。 

 やむを得ない事情で体験入学に行けなくなった場合、上記の期間につきましては直接体験

入学先の学校に連絡を入れていただくようお願いします（学校への報告は、翌登校日に生徒

が報告をするように指導したいと思います）。 

 上記以外の期間の場合につきましては、沓掛中学校と体験入学先の学校の２校に連絡をす

るようにお願いします。  
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資料１ 進路指導の年間指導計画 

 １   年 ２   年 ３   年 

４月 
○中学生になって 

○キャリアパスポート 

○２年生の自分をデザインしよう 

○キャリアパスポート 

☆第１回進路希望調査 

○進路ガイダンス 

(進路についての心構え) 

○キャリアパスポート 

○体験入学について 
５月 

６月 
☆教育相談 

○中学校の学習と将来の生き方 

☆教育相談 

○将来の生き方と学習 

○上級学校の話を聞く会 

☆教育相談・進路相談 

第１回進路説明会 

７月 
○学級生活の中で 

○夏休みを有効に活用しよう 

○キャリアパスポート 

○学校生活を見直そう 

○職場体験学習の活動場所探し 

○キャリアパスポート 

☆上級学校体験入学 

○キャリアパスポート 

８月   
☆上級学校体験入学 

☆第２回進路希望調査 

９月 ○自分を知ろう①（人と個性） ○働くということ 

☆第１回実力テスト 

☆職業適性検査 (希望者) 

☆上級学校体験入学 

☆進路相談 

☆第３回進路希望調査 

１０月 ○自分を知ろう②（人と個性） ○マナー講座 
☆上級学校体験入学 

☆進路相談 

１１月 

【11月4日実施予定】第２回進路説明会（３年生生徒・全学年保護者対象） 

☆教育相談 

○身近な人々の仕事について調べよう 

職場体験学習 

○職場体験の振り返り 

☆教育相談 

☆第２回実力テスト  

☆上級学校体験入学      

☆教育相談・進路相談 

１２月 
○働く人々のすがた 

○キャリアパスポート 

○自分の適性や興味を知ろう 

○キャリアパスポート 

☆上級学校体験入学 

☆進路相談 

○面接の受け方 

○キャリアパスポート 

１月 ○働く人々の仕事と考え ○上級学校について調べよう 

☆進路相談 

※面接指導 

○受験(受検)までの準備 

☆第４回進路希望調査 

２月 
☆教育相談 

○将来の自分像 

○上級学校について調べよう 

☆教育相談 

※面接指導（希望者のみ） 

○キャリアパスポート 

３月 
職業人の話を聞く会 

○２年生への準備 

○キャリアパスポート 

○３年生への準備 

☆進路指導主事講話 

○キャリアパスポート 

 

※ 面接指導については、志望校の面接実施の有無に応じて個別に行っていきます。 
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資料２ 令和５年度入試日程（令和４年度３年生対象・現在の案） 

月 日 曜日 
私立高等学校 

専修学校 

公立高校 

全日制 定時制 通信制 

１月１６日 月 推薦・特色入試    

１７日 火 推薦・特色入試    

  ※入試日以降に合格発表    

１９日 木    前期出願 

２０日 金 一般入試    
      

２３日 月 一般入試   前期出願 

２４日 火 一般入試    

  ※入試日以降に合格発表    
      

２９日 日    前期入学検査 

２月 １日 水  推薦・特色等出願  前期合格発表 

２日 木  推薦・特色等出願   

３日 金   前期出願  
      

６日 月  推薦・特色等面接・検査 前期出願  

７日 火  

推薦検査（音楽科等） 

特色面接・検査（基礎学力

検査を除く） 

前期志願変更  

８日 水  推薦・特色等合格発表   

９日 木   前期入学検査  

１０日 金  一般選抜出願   
      

１３日 月  一般選抜出願   

１４日 火  一般選抜志願変更   

１５日 水   前期合格発表  
      

２２日 水  一般選抜学力検査   

２３日 木     

２４日 金  Ａグループ面接・特別検査   

２５日 土     

２６日 日     

２７日 月  Ｂグループ面接・特別検査   

２８日 火  追検査   
      

３月 ９日 木  一般選抜合格発表   

１０日 金   後期出願  

１１日 土     

１２日 日     

１３日 月  第２次選抜出願 後期出願 後期出願 

１４日 火  第２次選抜志願変更 後期志願変更 後期出願 

１５日 水  第２次選抜入学検査 後期入学検査 後期出願 

１６日 木  第２次選抜合格発表 後期合格発表 後期出願 

１７日 金    後期出願 
      

２２日 水    後期入学検査 
      

２４日 金    後期合格者発表 

※ 専修学校・各種学校については、私立高校と同じような日程で推薦・一般入試を行う学校が多いです。 

※ 国立高等学校について、現在分かっているものは以下の通りです。 

   豊田工業高等専門学校   推薦入試：１月１４日（土） 一般入試：２月１２日（日） 

   愛知教育大学附属高等学校 推薦入試：１月１７日（火） 一般入試：１月２５日（水） 

 

※ 公立高校の全日制選抜と定時制

前期選抜は、併願できません。 
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資料３－１ 私学助成制度について 

（私学あいち 令和３年７月６日発行分 より抜粋） 

私立学校へ進まれる方へ 
 愛知県では、県内の私立高等学校及び私立専修学校高等課程で学ぶ生徒の皆さんの就学を容

易にするため、授業料等を負担される保護者の方の収入に応じて、さまざまな奨学制度により、

経済的負担の軽減に努めています。 

 来春、中学校を卒業される方の参考としていただくため、これらの奨学制度の内容を紹介し

ます。 

 なお、この内容は、２０２１年度のもので、２０２２年度に改正される場合があります。 

 

１ 入学納付金の補助 

対象要件 

 ○ 生徒及び保護者（＝親権者）の方が愛知県内に在住していること 

 ○ 愛知県内の私立高等学校（全日制・定時制）又は私立専修学校高等課程に入学すること 

＜補助年額＞ 

専修学校高等課程の下段は通信制高校（県外校含む）を併修する場合の上乗せ金額です 

所得基準 
入学納付金補助額 

高等学校 専修学校高等課程 

課税標準額×0.06－市町村民税の調整控除額が 

212,700 円未満の世帯（年収 720 万円未満程度） 
200,000 円 

86,500 円 

(15,600 円) 

課税標準額×0.06－市町村民税の調整控除額が 

270,300 円未満の世帯（年収 840 万円未満程度） 
100,000 円 

43,200 円 

(7,800 円) 

 ※ 年収は夫婦（配偶者控除あり）、高校生１人、中学生１人世帯の場合の参考年収です。 

 ※ 政令指定都市の場合、算出方法が異なります。 

 ※ 通信制高校併修分の対象となる学校は、専修学校で入学納付金の収納を行う通信制高校

に限ります。 

 ※ 実際の入学納付金額が上記の補助年額より低い場合は、実際の入学納付金額が補助額と

なります。 

 ■入学された学校へ、入学後に申し込んでください。 

 ■詳細は、愛知県のＨＰでご確認ください。 

 

愛知県 入学金 補助金  検索 
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２ 授業料の補助（私立高等学校） 

 ○ 生徒及び保護者（＝親権者）の方が愛知県内に在住していること 

 ○ 愛知県内の私立高等学校（全日制・定時制）に進学すること 

 ○ 通信制課程は就学支援金のみの補助となります 

 

＜補助年額＞授業料 422,400 円の場合 

 

【甲①】（年収 590 万円未満程度の世帯） 

    「課税標準額×0.06－市町村民税の調整控除額」が 154,500 円未満の世帯 

補助年額：422,400 円 

(就学支援金 396,000 円) 
(授業料軽減補助金 

26,400 円) 

 

【甲②】（年収 720 万円未満程度の世帯） 

    「課税標準額×0.06－市町村民税の調整控除額」が 212,700 円未満の世帯 

補助年額：422,400 円 

(就学支援金 

118,800 円) 
(授業料軽減補助金 303,600 円) 

 

【乙】（年収 840 万円未満程度の世帯） 

    「課税標準額×0.06－市町村民税の調整控除額」が 270,300 円未満の世帯 

補助年額：211,200 円 
保護者負担額 

211,200 円 
(就学支援金 

118,800 円) 

(授業料軽減補助金 

92,400 円) 

 

【その他】（年収 910 万円未満程度の世帯） 

    「課税標準額×0.06－市町村民税の調整控除額」が 304,200 円未満の世帯 

補助年額：118,800 円 

(就学支援金 118,800 円) 

保護者負担額 

303,600 円 

 

 ※ 実際の授業料が上記の補助年額より低い場合は、実際の授業料が補助額となります。 

※ 年収は夫婦（配偶者控除あり）、高校生１人、中学生１人世帯の場合の参考年収です。 

 ※ 政令指定都市の場合、算出方法が異なります。 

 ■入学された学校へ、入学後に申し込んでください。 

 ■詳細は、愛知県のＨＰでご確認ください。 

愛知県 授業料 補助金  検索 
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３ 授業料の補助（私立専修学校高等課程） 

対象要件 

 ○ 生徒及び保護者（＝親権者）の方が愛知県内に在住していること 

 ○ 愛知県内の私立専修学校高等課程に進学すること 

 

＜補助年額＞授業料 396,000 円の場合 

 

【甲①】（年収 590 万円未満程度の世帯） 

    「課税標準額×0.06－市町村民税の調整控除額」が 154,500 円未満の世帯 

補助年額：396,000 円  通信制高校併修分（県外校含む） 

(就学支援金 396,000 円) 
 

51,600 円 

 

【甲②】（年収 720 万円未満程度の世帯） 

    「課税標準額×0.06－市町村民税の調整控除額」が 212,700 円未満の世帯 

補助年額：396,000 円  通信制高校併修分（県外校含む） 

(就学支援金 

118,800 円) 

(授業料軽減補助金 

277,200 円) 

 
51,600 円 

 

【乙】（年収 840 万円未満程度の世帯） 

    「課税標準額×0.06－市町村民税の調整控除額」が 270,300 円未満の世帯 

補助年額：194,400 円 
保護者負担額 

201,600 円 

 通信制高校併修分（県外校含む） 

(就学支援金 

118,800 円) 

(授業料軽減補助金 

75,600 円) 

 
25,200 円 

 

【その他】（年収 910 万円未満程度の世帯） 

    「課税標準額×0.06－市町村民税の調整控除額」が 304,200 円未満の世帯 

補助年額：118,800 円 

(就学支援金 118,800 円) 

保護者負担額 

277,200 円 

 通信制高校併修分（県外校含む） 

0 円 

 

 ※ 通信制高校併修分の対象となる学校は、専修学校で入学納付金の収納を行う通信制高校

に限ります。 

※ 実際の授業料が上記の補助年額より低い場合は、実際の授業料が補助額となります。 

※ 年収は夫婦（配偶者控除あり）、高校生１人、中学生１人世帯の場合の参考年収です。 

 ※ 政令指定都市の場合、算出方法が異なります。 

 ■入学された学校へ、入学後に申し込んでください。 

 ■詳細は、愛知県のＨＰでご確認ください。 

愛知県 授業料 補助金  検索 
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４ 奨学給付金の支給 

対象要件 

 ○ 保護者（＝親権者）が愛知県内に在住し、生活保護受給世帯、保護者全員の県民税所得

割額と市町村民税所得割額とを合算した額が非課税の世帯であること 

 ○ 私立の高等学校、中等教育学校後期課程、専修学校高等課程等（愛知県外の学校を含む）

に進学すること 

＜支給年額（生徒１人あたり）＞ 

区分 通信制以外 通信制 

生活保護受給世帯（生業扶助） 52,600 円 52,600 円 

非課税世帯 129,600 円 50,100 円 

非課税世帯で、進学する方に１５歳（中学生

を除く）以上２３歳未満の扶養されている兄

弟姉妹がいる世帯 

150,000 円 50,100 円 

 ■ 入学された学校又は愛知県へ、入学後に申し込んでください。 

 ■ 詳細は、愛知県のＨＰでご確認ください。 愛知県 奨学給付金 私立  検索 

 

 

５ 奨学金の貸付 【愛知県教育委員会の制度】 

○ 経済的理由により修学が困難な方に無利息で貸し付けます 

 ＜貸付月額＞ 

区分 月額 

父母等の市町村民税所得割の課

税総所得金額の合計額から、一定額

控除後の額が 230 万円以下の世帯 

月額 30,000 円 or 11,000 円（自宅通学の場合） 

 ＜返還方法＞ 

  奨学金の貸付期間終了後から、分割により一定の期間内で返還 

  ※ 奨学金の詳細については愛知県教育委員会にお問い合わせください。 

 

 

 ＜お問い合わせ窓口＞ 

  愛知県県民文化局 県民生活部 学事振興課 私学振興室 助成グループ 

   〒460-8501 名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

   電話 052-954-6187  

   ホームページ http://www.pref.aichi.jp/soshiki/shigaku/ 

 

  ※ 愛知県教育委員会の制度については、高等学校教育課 奨学グループ 

 電話 052-954-6785 

       へお問い合わせください。 

 

http://www.pref.aichi.jp/soshiki/shigaku/
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資料４－１ 奨学生の募集について① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１ 申し込みの方法 
  申請書類を在学している中学校から受け取り、在学している中学校へ提出してください。 

 

２ 申し込み期限 

   令和４年７月１５日（金）までに中学校に申し出をされた方に書類をお渡しします。 

   ※書類については、８月１７日（水）の出校日までに提出をお願いします。 

 

３ 奨学金の概要 

 (1) 貸 付 額（月額）及び返還期間 

区    分 貸付月額 返還期間 左記と選択できる貸付月額 返還期間 

国公立校 
自 宅 通 学 １８，０００円 

１０年 

１１，０００円 ６年 
自宅外通学 ２３，０００円 

私 立 校 
自 宅 通 学 ３０，０００円 

１２年 
自宅外通学 ３５，０００円 

    ※ 予約決定のみでは貸与を受けることができません。高等学校等へ入学後、入学した学校を通じ

て、６月に申請手続きをする必要があります。 

 (2) 返  還 
   卒業後（又は退学や転学などで在学しなくなった後）半年後から貸与月額に応じて上表返還期

間で返還（原則、月賦による均等返還） 

 (3) 返還猶予 
  ・卒業後も、大学、専門学校などの教育機関に在学中は、申請により返還を猶予します。 

  ・低所得世帯の方を対象に、奨学生本人の収入が一定の額に達しない間は、申請により返還を猶予

します。 

 

４ 予約採用の対象となる方 

  次の(1)及び(2)に該当することが必要です。 

 (1) 親権者又は未成年後見人が県内に在住し、高等学校・専修学校高等課程・中等教育学校後期課

程に進学を希望している方 

 (2) 経済的要件 

   父母等の課税標準額（市町村民税所得割の課税総所得金額）の合計額から一定額控除（※）後

の額が 230万円以下の方 

   ※ 父母等の扶養親族のうち、令和４年 1 年 1 日時点で 0 歳～15 歳の方一人につき 33 万円、

16 歳～18 歳の方一人につき 12 万円を課税総所得金額から差引く。 

 

５ 問い合わせ先 
  御不明な点がありましたら、お問い合わせください。 

  愛知県教育委員会 高等学校教育課 奨学グループ（電話 052-954-6785(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ)） 

中 学 生 の 皆 様 へ 
愛 知 県 高 等 学 校 等 奨 学 金 

令和５年度奨学金の貸与予約申請のご案内 

 愛知県では、高等学校等に在学する生徒の修学を支援するため、奨学金の貸付 

（無利息）をおこなっています。 

来年度、高等学校・専修学校高等課程・中等教育学校後期課程への進学を予定し

て、奨学金の貸与を希望される方は、在学する中学校に申し出てください。 
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資料４－２ 奨学生の募集について② 
                               

団体名 あしなが育英会 交通遺児育英会 碧海育英会 

対 象 高校・高専・専修学校 高校・高専・専修学校 
高校（全日制） 

※専修学校は不可 

支給月額 
45,000円(貸与25,000円、給付20,000円) 

50,000円(貸与30,000円、給付20,000円) 
２万円～４万円 １万円 

返  還 有り（無利子） 有り（無利子） なし 

併  願 可 可 可 

条  件 

等 

・保護者（父または母）が、病気や災害（交

通事故を除く）もしくは自死などで死亡し

たり、それらが原因で著しい後遺障害で働

けないため、教育費に困っている家庭の子

ども。 

・学力不問 

・募集人数 約1500人 

・サポート校は対象外 

・保護者が道路における交通事

故で死亡したり、著しい後遺障

害で働けないため、教育費に困

っている家庭の子ども。 

・学力不問 

・募集人数  

高校・高専 400人 

  専修学校  150人 

・高等学校（全日制）へ

の進学を希望する者で

人物学業ともに優秀で

あり、身体強健であり

ながら進学後の学資に

困難を認められる者。 

・人物学力優秀 

・募集人数 20人 

応募書類 

・申請書 

・所得証明書 

・生活保護受給証明書 

（生活保護を受けている家庭） 

・戸籍謄本 

・後遺症の程度を証する証明 

（後遺障害の場合） 

・願書 

・交通事故証明書 

・後遺症の程度を証する証明

書（後遺障害の場合） 

・所得証明書 

・戸籍謄本など 

・願書 

・推薦書 

・家庭状況調書 

・所得証明書 

・奨学生募集における

個人情報の取り扱い

について 

校内締切 
２０２３年度奨学生予約募集は 

秋に実施予定 

１次募集  ８／１７（水） 

 

２次募集  １／１０（火） 

５／６（金） 

書類提出

期限と 

提出先 

２０２３年度奨学生予約募集は 

秋に実施予定 

 

あしなが育英会 

（東京都千代田区） 

１次募集  ８／３１（水） 

２次募集  １／３１（火） 

 

交通遺児育英会 

（東京都千代田区） 

５／１２（木）まで 

（今年度の申し込みは

終了しました。） 

碧海育英会事務局 

（安城市 碧海信用金庫） 
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資料５－１  

令和５年度入学者選抜において特色選抜を実施する高等学校・学科及び入学検査の内容 
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資料５－２  

令和５年度入学者選抜において特色選抜を実施する高等学校・学科及び入学検査の内容 
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資料５－３ 

令和５年度入学者選抜において特色選抜を実施する高等学校・学科及び入学検査の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５－４ 

令和５年度入学者選抜（全日制課程）一般選抜における校内順位の決定方式について 
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資料５－５ 

令和５年度入学者選抜における各高等学校の面接実施の有無及び校内順位の決定方式 
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資料５－５ 

令和５年度入学者選抜における各高等学校の面接実施の有無及び校内順位の決定方式 
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資料６－１ 
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資料６－２ 

公立高等学校 通学区域並びに群及びグループ分け（令和４年度入試） 

（公立高等学校ガイドブック２０２１より） 

普通科                   ※下線の付いた高等学校は，１・２群共通項 
 尾張学区 三河学区 

高等学校名 

群 尾張第１群 尾張第２群 三河群 

Ａ
グ
ル
ー
プ 

旭丘 惟信 松蔭 昭和 

熱田 豊明 日進西 

犬山南 江南 小牧 

一宮北 一宮南 尾西 

津島 海翔 半田東 常滑 

内海 市立緑 市立名東 

明和 松蔭 名古屋南 

瀬戸西 春日井 春日井西 

高蔵寺 長久手 新川 

一宮 一宮北 尾西 津島 

津島北 稲沢東 海翔 

常滑 東海南 大府 内海 

市立向陽 市立山田 

刈谷 

衣台 豊田北 豊田南 

加茂丘 足助 岡崎 

岡崎西 岩津 安城 

  西尾東 一色 高浜 

  豊丘 豊橋南 福江 

  国府 御津 

Ｂ
グ
ル
ー
プ 

名古屋西 中村 鳴海 

天白 春日井東 日進 

東郷 犬山 尾北 小牧南 

丹羽 一宮西 木曽川  

美和 半田 大府東 

阿久比 東浦 武豊  

市立菊里 市立富田 

千種 守山 瑞陵 瀬戸 

春日井東 春日井南 旭野 

犬山 小牧南 西春 

一宮興道 木曽川 津島東 

美和 五条 横須賀 

大府東 阿久比 東浦 

武豊 市立桜台 市立北 

刈谷北 知立東 

 豊田西 豊田 豊野 

 松平 三好 岡崎北 

 幸田 碧南 安城東 

 安城南 西尾 吉良 

 時習館 豊橋東 成章 

 小坂井 蒲郡東 田口 

専門学科・総合学科 

 学科 高等学校名 

Ａ
グ
ル
ー
プ 

農業 稲沢 半田農業 安城農林 新城有教館・作手校舎 

工業 名古屋工科 春日井工科 一宮工科 一宮起工科 常滑 豊田工科 碧南工科 豊橋工科 市立工芸 

商業 愛知商業 一宮商業 津島北 半田商業 岡崎商業 豊橋商業 国府 市立若宮商業 

家庭 一宮 大府 岩津 安城 一色 豊丘 豊橋南 

福祉 海翔 高浜 宝陵 

その他の 

専門学科 

旭丘（美術） 明和（音楽） 御津（国際教養） 宝陵（衛生看護） 

市立向陽（国際科学） 市立名東（国際英語） 

総合 緑丘 瀬戸北総合 豊田東 知立 蒲郡 市立西陵 

Ｂ
グ
ル
ー
プ 

農業 佐屋 猿投農林 渥美農業 田口 

工業 愛知総合工科 瀬戸工科 小牧工科 愛西工科 半田工科 岡崎工科 刈谷工科 豊川工科 市立工業 

商業 中川商業 春日井商業 犬山 古知野 木曽川 東海商業 碧南 成章 市立名古屋商業 

家庭 瑞陵 古知野 佐屋 桃陵 松平 吉良 成章 市立桜台 

福祉 古知野 

その他の 

専門学科 

千種（国際教養） 瑞陵（理数） 尾北（国際教養） 桃陵（衛生看護） 三好（ｽﾎﾟｰﾂ科学） 

岡崎北（理数） 刈谷北（国際教養） 三谷水産（水産） 市立菊里（音楽） 

総合 南陽 岩倉総合 杏和 知多翔洋 岡崎東 鶴城丘 豊橋西 新城有教館 

※ 令和５年度入試から学科改編や学校名を改名した高校があります。進路通信 No.2 でお伝えします。 
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資料６－３ 

 

私立高等学校 令和５年度入試日程 

【一般入試】  出願 １月１３日（金）～１月１８日（水）※ 一部例外あり 

      合格発表 １月２５日（水）以降 

入試日程 １月２０日（金） １月２３日（月） １月２４日（火） 

名
古
屋 

男子 愛産大工業★  名古屋★ 名古屋工業★ 東海 

女子 桜花学園★ 啓明学館★ 椙山女学園★ 名古屋女子大★ 

共学 

愛知★ 愛工大名電★ 

愛み大瑞穂★ 菊華★ 

享栄★ 大同大大同★ 

名古屋国際★ 

同朋★  

名古屋大谷★ 東邦★ 

名経大高蔵★ 

名経大市邨★ 

 

至学館★ 

中京大中京★ 

東海学園★ 

名城大附属★ 

尾 

張 

女子    聖霊 聖カピタニオ★ 

共学 

愛知啓成★ 星城★  

 愛知黎明★ 

  誉★ 誠信★ 

栄徳★ 清林館★ 

大成★ 中部大春日丘★ 

日本福祉大付★ 

修文学院★ 滝★ 

中部大第一★ 

三 

河 

女子   
光ヶ丘女子★ 

藤ノ花女子★ 

共学 

岡崎城西★ 杜若★ 

愛産大三河★ 豊川★ 

豊田大谷★ 桜丘★ 

安城学園★ 豊橋中央★ 

人環大岡崎★ 
 

★インターネット出願採用校（６月２１日現在） 

【推薦入試・特色入試】   出願 １月１１日（水）～１月１３日（金） 

              入試 １月１６日（月） ※ 一部の学校は１月１７日（火） 

             合格発表 １月１７日（火）以降 

 

 

専修学校については、日程がわかり次第お伝えしていきます。 

 


